
基準面積 基準病床数 補助基準額

　１床当たり
　30㎡ ３分の１ 78,720千円

　　（※）

　 ※ 補助限度額は、施設整備及び設備整備の合計額としています。

　立行政法人国立病院機構、都、職域病院等利用者が特定される病院の開設者を除く。

　361,600円

４　補助基準等（※）

区
分

　緩和ケア病棟の新築、増改築及び改修に要する工事費

20床 216,960千円

　緩和ケア病棟の設備整備に要する次の費用

　① ギャッジベッド　② 特殊浴槽　③ その他緩和ケア病棟の運営に必要な設備

　　この事業は、都内の民間病院等が行う緩和ケア病棟の施設・設備整備事業に対して補助

設備整備

　を行うことにより、緩和ケア病棟の整備を促進し、緩和ケアの充実を図ることを目的とし

３　補助対象経費

　　　いる病院であること。

設
備

　１㎡当たり

補助率 補助限度額
補助基準

基準単価

緩和ケア病棟整備事業（施設・設備整備費補助）の概要

１　目的

― ― ―  19,200千円

　(1)　緩和ケア病棟を新たに設置しようとする病院又は既に緩和ケア病棟を設置して

２　補助対象者

　　以下の規定により緩和ケア病棟の運営施設として指定を受けた開設者。ただし、国、独

　　　悪性腫瘍患者等を収容し緩和ケアを専門的に行う病棟をさします。

　(2)　開設者が５に掲げる責務を果たすことを承諾すること。

施
設

　　（東京都緩和ケア病棟整備事業実施要綱の第３　運営施設の指定等より抜粋）

　ています。

　　※緩和ケア病棟とは
　　　ここにいう緩和ケア病棟とは、緩和ケア病棟入院料の施設基準を満たす、

　　不明点があれば事前に相談ください。

施設整備

　ただし、次に係る費用は対象外となります。

　・その他整備費として適当と認められない費用（例：既存設備の撤去費用等）

　・既存建物の買収に要する費用

　・土地の取得又は整地に要する費用

　・門、さく、塀及び造園工事並びに通路敷設に要する費用

　・設計その他工事に伴う事務に要する費用



　　るとともに、都内の医療従事者等の知識、技術の向上のため、都が実施する教育研修

　(3) 他の医療機関との連携
　　　運営施設の開設者は、悪性腫瘍患者等が在宅でのケアを望む場合に、可能な限りこ

５　運営施設の開設者の責務

　　　運営施設の開設者は、連携する保険医療機関の医師・看護師等に対し研修を実施す

　　　運営施設の開設者は、緩和ケア病棟において悪性腫瘍患者等を収容し、患者やその

　　れに応じられるよう、また、緊急時に在宅での療養を行う患者が入院できる体制を確

　　活動に協力すること。

　(2) 人材の育成

　(1) 患者の収容

　　家族に対する緩和ケアの提供を行うこと。

　　保するなど、地域の在宅医療を担う保険医療機関等との連携及び交流を行うこと。

東京都保健医療局 医療政策部
医療政策課 がん対策担当
電話：03-5320-4389（直通）


